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ご注意事項

 CDPでは、最新のベストプラクティスの反映や、回答データの質の向上等を目的として、毎年
質問書を見直しております。

こちらの資料は、2023年における質問書の変更点について紹介するものです。評価基準の変更
点については、こちらの資料では取り上げておりません。

こちらの資料は、202３年3月作成時の内容となっており、それ以降に適用された変更に関して
は、反映されておりません。

こちらの資料では、主要な変更点に焦点を当てております。軽微な変更点やセクター固有質問で
の変更点などを含む、すべての変更点を網羅するものではございません。

質問書の変更点に関するより詳細な情報はこちらをご覧ください。

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/003/925/original/CDP-forests-changes-document.pdf?1673631948
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変更点の概要



フォレスト質問書の構成

リスクと機会現在の状況はじめに 手順 ガバナンス

事業戦略 実践 検証 障壁と課題 最終承認

F0 F1 F2 F3 F4

F5 F6 F7 F8 F17

5

金属・鉱業（MM）
と石炭企業（CO）
を除く

F9-F16

金属・鉱業および
石炭企業 F17最終承認

F0 

はじめに

サプライ
チェーン

SF

サプライチェ
ーン



ランドスケープ/管轄アプローチ

目標

森林減少および/または自然生態系の転換を伴わないサプライチェーン （DCF：Deforestation 
Conversion Free）

リスク評価

組み込み（生産・製造に使用された）コモディティ（Embedded Commodity）

ガバナンス

サプライチェーン・エンゲージメント

強化された開示項目：

2023年における主要な変更点概要

6

改訂と新しい質問により、CDPミッションにおける戦略的優先事項を推進します。



2023年の変更範囲

質問書の73％は変更なし、

または軽微な変更

3つの質問を削除

5つの質問を追加

21の質問を修正

セクター固有質問の追加は無し

7

2023年の質問の合計数：80
(セクター固有質問とサプライチェーンモジュールを除く)

モジュール別の変更点

軽微な修正がされ
た質問

修正された質問

新しい質問

変更のない質問



2023年の変更範囲（簡易版質問書）

簡易版で新たに1つの質問（F4.1:取締役会による監督）が表示されるように変更さ

れました

修正された質問はありません

「金属・鉱業」または「石炭」セクターで簡易版の対象となる企業（売上が規定の

値以下）には、簡易版コモディティ質問表ではなく、金属・鉱業または石炭セク

ターの質問書が提示されるようになります
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削除された３つの質問

F4.5b (2022) コモディティ固有方針に関して

F6.5a & F6.5b (2022) ブラジル森林法に関して

新しい５つの質問

F0.5では、貴社の報告バウンダリーについての回答します

F0.6では、貴社が事業を展開している国/地域について回
答します

F1.5bでは、DCF（Deforestation/Conversion Free：森林
減少および/または自然生態系の転換を伴わない）とnon-

DCFのコモディティ量の詳細を回答します

F2.3では、調達をしているエリアに関するリスク分類シス
テムについて（もし持っている場合）、その詳細を回答し
ます

F6.10cでは、貴社がエンゲージメントしているランドスケ
ープ/管轄区域における貴社の生産/消費量の詳細を回答し
ます

変更された21の質問

F0.4, F6.3a, F6.4a –組み込み（生産・製造に使用された）コモ
ディティに関する報告を補足するための修正

F0.7a, F4.5a, F4.6, F4.6b, F6.2, F6.2a, F6.4a –新しい列の追加

F6.1a, F6.5, F6.8, F6.9 –質問文と構成の改訂

F6.1a –目標に関する選択肢の追加と削除

F3.2a、F6.8、F6.9 –回答を簡素化するための質問構造の改訂

F6.5 - F6.5a と F6.5b のデータポイントが F6.5 に統合

F4.1a、F4.2 –列名の修正

F4.3a、F6.1a –列の追加と改訂

F6.10a, F6.10b –ランドスケープと管轄区域に関する選択肢の
追加と改訂

F6.12a -生態系修復に関する選択肢の改訂

主要な変更内容
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変更点の詳細
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F0 はじめに

11

F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F0 はじめに（9 Q＋分野別3Q）

会社概要（1Q）

報告年（1Q）

通貨（1Q）

森林リスクコモディティ（1Q）

除外項目（2Q）

市場固有識別子（1Q）

報告バウンダリー（1Q）

事業をしている国/地域（1Q）

新しい質問

新しい質問

修正された質問

修正された質問
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F0 -はじめに

新しい列では、組み込
み（生産・製造に使用
された）コモディティ
に関するデータを求め
、企業がより包括的な
コモディティ・フット
プリントを報告できる
ようにします。

企業は、自社の組み込
み（生産・製造に使用
された）コモディティ
の範囲を評価し、コモ
ディティ総量に関する
全社的な意思決定の中
に含めることが望まれ
ます。

(F0.4) 開示する、あるいは開示しない森林リスク・コモディティ(貴社の加工原料または製造品の調達先
であるものを含む)を選択します。選択した各森林リスク・コモディティに関して、貴社の事業領域を
最も良く表したサプライチェーンの段階を特定します。

修正された質問

新しい列：
組み込み（生産・製造に使用された）コモディ
ティ（Embedded comoddity）の情報を開示し
ていますか？



F0 -はじめに
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(F0.5) 貴社が開示している事業に対する森林関連影響の報告バウンダリ(境界)に該当するものを選択して
ください。

新しい質問

報告バウンダリーをどのように定義しているかを回答します。

この質問は、回答が企業の事業活動にどのように関連しているかに関
するデータ利用者の理解を促進します。

(F0.6) 貴社が操業する国/地域を選択してください。

新しい質問

企業が事業を展開している国に関する情報を回答します。

この質問は、データ利用者による企業回答の理解を促進します

下記のオプションから１つ選択します



F0 -はじめに
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(F0.7a）開示に含まれていない直接操業またはサプライチェーンの部分を特定します。

新たに「森林リスクコモディ
ティ」と「除外量が占める割
合(％)」の列を追加し、企業が
コモディティごとの除外と除
外量が占める割合を報告でき
るようになり、データの質を
向上させます。

最近の合併、買収、売却によ
る除外を報告できるように、
「除外」列に新しい選択肢を
追加しました。

新しい選択肢：
最近の合併、買収、売却

修正された質問

新しい列：
森林リスクコモディティ
除外量が占める割合
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F1 現在の状況

F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F1 現在の状況（14Q）

依存性（2Q）

測定 (9 Q)

悪影響（2Q）

土地の変換（1Q）

コモディティの用途と

原産地（1Q）
売上（1Q）

ランド・スチュワード

シップ（1Q）
データ収集（7Q）

生産していない

土地保有（1Q）

修正された質問

新しい質問



F1 -現在の状況

16

(F1.4)報告年に開示したコモディティの生産のために使用されていない、貴社が管轄および/また
は管理する土地に関する詳細を記入してください。

関連する土地の種類をより明確に回答できるオプションが追加され、情報開示の質を向上させました。

新しいオプション。
インフラ整備用の土地
未植林地（将来的に植林を行うことが指定されてい
る土地）
小規模農家によって管理されている土地
認証で保護されている土地
天然資源の探査および/または採取のためにリースさ
れている土地

軽微な修正



F1 -現在の状況

貴社のDCF（Deforestation/Conversion Free：森林減少および/または自然生態系の転換がない）および非DCFの量に
関する情報を回答します。

コモディティ量について、森林減少や転換のない状態、または原産地までのトレーサビリティの観点から、包括的な
「リスクプロファイル」を作成し、その検証を行うことが求められます。

17

(F1.5b)貴社のサプライチェーンの段階に関連するDCF（森林減少および/または自然生態系の転換が
ない）量および非DCF量の内訳を、それぞれ検証の獲得方法およびトレーサビリティのレベルに従っ
て回答ください。

新しい質問



F1 -現在の状況
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(F1.5c) 開示したコモディティについて、原産地の国および/または地方の法律管轄区域で調達された
生産量/消費量の割合を示します。

新しい選択肢：
ガーナ
ギニアビサウ
ネパール
シエラレオネ

軽微な修正

(F1.5f) 貴社はパーム油に由来するバイオ燃料をどのように生産または消費していますか

軽微な修正 国レベルの森林リスクの現状を調
査し、新たな国が森林リスク国の
リストに追加されました。



F1 -現在の状況
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(F1.6a) 貴社が被った森林関連の悪影響の内容と、それへの対応、総合的な財務上の影響について
説明します。

物理的影響は「急性物理的」と「慢性物理的」に分けられま
した。物理的影響の要因の種類を区別することで、企業が直
面している森林関連の課題をより詳細に報告することができ
ます。

主要な影響要因の新規および改訂された選択肢、持続可能な
事業活動に関するEUタクソノミーで特定されているリスクに
整合しています

修正された質問

2022 2023



F1 -現在の状況
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(F1.6a) 貴社が被った森林関連の悪影響の内容と、それへの対応、総合的な財務上の影響について
説明します。（続き）

「主な対応」の選択肢
を新設・改訂すること
で、自然との協働の
重要性に対する企業の
理解を示すことができ
るようになりました。

修正された質問

畜牛品に関する
新たな選択肢

エンゲージメント、修復と保護、ガバナンスに関する
新たな選択肢と改訂された選択肢



F2 手順
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F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F2 手順（6Q）

リスク評価（3Q）

バリューチェーンマッピング（2Q）

修正された質問

新しい質問
リスク分類（1Q）



F2 -手順

「考慮される課題」に「組み込み（生産・製
造に使用された）コモディティ」が追加され
、企業がリスクを特定・評価する手順におい
て、これらを考慮していることを報告できる
ようになりました。

22

(F2.1a) 森林関連リスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択してください。

新しい選択肢：
組み込み（生産・製造に使
用された）コモディティ

軽微な修正



F2 -手順

この質問は、貴社がリスク分類システムを使用しているかどうかについてのデータ利用者の理解を促します。そして
貴社のコモディティによる森林減少リスクに関して伺う他の回答の文脈を、よりよく理解するのに役立ちます。

確立された手法がない中で、調達先別のリスク評価方法に関するデータ収集することは、将来的なこの分野の発展に
向けた道しるべとなります。
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(F2.3) 貴社の調達地域のその他の生態系における森林減少や自然生態系の転換リスクを判断するために、
分類システムを使用していますか。[はい]の場合は、使用している方法および分類システムについて教え
てください。

新しい質問



F3 リスクと機会
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F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F3 リスクと機会（7Q）

特定されたリスク（4Q）

特定された機会（3Q）

軽微な修正

修正された質問



F3 -リスクと機会

軽微な修正

主要なリスク要因に「組み込み（生産・製造に使用された）コモデ
ィティ」が追加されました。

自然に根差した解決策（Nature based solutions）の選択肢の追加
と改定：これらをリスクと機会への対応に組み込むことは、企業が
自然に取り組むことの重要性を理解し、健全な生態系が気候変動、
生物多様性、人間の健康に利益をもたらすことを理解していること
を示します。

25

(F3.1b) 回答する森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面で重大な影響
を及ぼす可能性があると特定されたリスクと、そのリスクへの対応の詳細を記入します。

選択肢の追加・改定

新しい選択肢：
組み込み（生産・製造に使用
された）コモディティの視認
性が限定的



F3 -リスクと機会

「主な森林関連の機会」の
選択肢を追加・改訂し、
効率性、市場、製品・サー
ビスにおける機会をより
反映されました。

報告を簡素化するために列
が追加・改訂されました。
これまで「自社固有の説明
と戦略」となっていた列が
「（機会についての）自社
固有の説明」と「機会を実
現するための戦略」という
２つの列に分かれました。

企業にとっての財務的コス
トに関するデータを要求す
る「機会を実現するための
費用」列が追加されました

26

(F3.2a) 選択した森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面で重大な影響
を及ぼす可能性があると特定された機会の詳細を回答してください。

「自社固有の説明と戦略」から
「自社固有の説明」に変更されました

機会のタイプに
関する選択肢の
追加と改定

新しい列

修正された質問



F4 ガバナンス
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F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F4 ガバナンス（14Q）

取締役会における監督（5Q）

経営責任（1Q）

従業員インセンティブ（2Q）

報告書作成（1Q）

方針（2Q）

公開コミットメント（3Q）

削除された質問

修正された質問

修正された質問

修正された質問

修正された質問

修正された質問



F4 -ガバナンス

森林関連の責任を持つ取締役として報告可能な新しい選択肢が追加されました。

求められている情報を明確化するために列名が変更されました。

28

(F4.1a) 取締役会における森林関連の問題の責任者の職位を特定します
(個人の名前は含めないでください)。

新しい選択肢：
チーフ・ガバメント・リレーションズ・オフィサー（CGRO）
チーフ・テクノロジー・オフィサー（CTO）
ゼネラルカウンシル（法務部における最高職位）

「説明してください」から「森林関
連の課題に関する責任」に変更

修正された質問



F4 -ガバナンス

森林に関する管理職の責任をより反映させるた
めに、新たな選択肢を追加

求められている情報を明確化するため、列名を
変更

29

(F4.2) 森林関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入します
(個人の名前は含めないでください)。

選択肢の追加・
改定

「責任」から「こ
の役職の森林関連
の責任」に変更

修正された質問

2022年時 (変更前)



F4 -ガバナンス

高位の役職をより反映させるために、インセンティブの対象となる役職の選択肢を新たに追加しました。

「パフォーマンス指標」に新しい選択肢が追加され、企業がインセンティブの効果を測定するために使用する指標につ
いて、より詳細なデータを収集することができるように修正

役員クラスの従業員には、貴社の森林へのコミットメントと関連した測定可能な森林関連の成果を達成するインセンテ
ィブを与えていることが期待されます

30

(F4.3a) 森林関連の問題の管理に関して、経営幹部レベル役員または取締役にどのようなインセンティブ
が付与されていますか(個人の名前は含めないでください)。

新しい選択肢：
チーフ・ガバメント・リレーションズ・オフ
ィサー（CGRO）
チーフ・テクノロジー・オフィサー（CTO）
ゼネラルカウンシル

テキストフィールド：1,500文字

貴社の森林関連のコミットメント
の達成度に対するインセンティブ
の貢献について説明してください。

新しい列

修正された質問

パフォーマンス指標に関する選択肢の追加
→ より詳細な選択肢に



F4 -ガバナンス

31

(F4.5a) 貴社の方針の適用範囲と内容について説明する選択肢を選択します。

削除された質問F4.5bを通じてこれまで報告されていたデータを取り込むために、新しい欄が追加されました。

新しい列

新しい選択肢：
先住民と地域社会の自由意思による、事前の、十分な情報に基づく同意
（FPIC）を確保する。
国連国際労働機関原則の採択

修正された質問



F4 -ガバナンス

公開されたコミットメントが適用される森林リスクコモディティに関するデータを求める列が追加されまし
た

32

(F4.6) 貴社は、直接操業および/またはサプライチェーンからの森林減少および/または森林劣化を
削減または排除するコミットメントを掲げていますか。

新しい列：
「森林リスクコモディティ」

修正された質問



F4 -ガバナンス
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(F4.6b)貴社のコミットメントの詳細を、具体的な基準、対象範囲、アクションの内容を含めて
記入します。

地域別の指定期限（Cutoff Date）に関するデータを改善し、企業が特定の期限を設定している主な理由を
より深く理解するために、新しい列が追加されました。

新しい列：
指定期限（cutoff date）が適用される森林リスク国・地域’

指定期限を選択した理由
修正された質問



F6 実践
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F0 はじめに

F1 現在の状況

F2 手順

F3 リスクと機会

F4 ガバナンス

F5 事業戦略

F6 実践

F7 検証

F8 障壁と課題

F17 最終承認

SF サプライチェーンモ
ジュール

F6 実践（23Q）

目標 （3Q）

トレーサビリティ（3Q）

認証（2Q）

管理システム（2Q）

法令遵守（3Q）

ブラジル森林法 （1Q） 法令遵守 - 一般 (2 Q)

エンゲージメント（8Q）

サプライヤー・小規模

農家との協働（3Q）
ランドスケープ

アプローチ（4Q）

生態系の回復（2Q）

修正された質問

新しい質問

軽微な修正

修正された質問

修正された質問

修正された質問

削除された質問

修正された質問

修正された質問

イニシアティブ・
活動 （1Q）



F6 -実践

35

F6 -実践

(F6.1a) 森林関連の期限付きかつ定量的目標と進捗状況について具体的にお答えください。

修正された質問

生産・消費に限定
する文言を質問文
から削除し、コモ
ディティに縛られ
ない森林関連目標
を報告できるよう
になりました。

目標達成に向けた
進捗状況をより正
確かつ比較可能に
するため、新たな
欄が追加されまし
た。

削除："持続可能な生産・消費" 

追加：“森林に関する" 

新しい選択肢

「定量的な指標」か
ら変更

新しい列

数値フィールドから、
自動計算フィールドに
変更

削除された列：
‘目標（数字）’

‘目標（％）'



F6 -実践

修正された質問
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(F6.2) 開示したコモディティの原産地を追跡、監視するために導入しているトレーサビリティ
システムがありますか。

トレーサビリティ報告の精度向上のため、リスクコモディティの直接的なサプライヤーと間接的なサプライヤーの
対象範囲について情報を求める列が新たに追加されました。

新しい列：
サプライチェーンの対象範囲



F6 -実践

修正された質問
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(F6.2a）開示したコモディティについての、貴社がお持ちのトレーサビリティのレベル
の詳細を記入します。

トレーサビリティ報告の正確性を高めるため、選択したトレーサビリティポイントが該当する国に関するデータを求
める欄が追加されました。

新しい列：
‘このトレーサビリティポイント
が該当する国'



F6 -実践

修正された質問
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(F6.3a) 認証スキームを受けた貴社の生産および/または消費の量と割合の詳細内訳を記入します。

組み込み（生産・製造に使用された）コモディティに対する
認証に関するデータを求める列を新たに設け、この新たな
テーマに関するデータを充実させています。

追加された列は、大豆に特化したものとなっており、選択し
た認証スキームが、大豆の直接使用だけでなく、例えば、畜
牛品について、その牛の飼料として消費された大豆も含めて
いるかを伺います。

組み込み（生産・製造に使用された）大豆も含めた認証商品
の購入/消費に動機付けをすることで、大豆を原因とする森林
減少をなくすことに繋がります。

新しい列：
組み込み（生産・製造に使用さ
れた）大豆は、このスキームに
よって認証されていますか？

※この列は、1列目で「大豆」
を選択している場合にのみ表示
されます。



F6 -実践

修正された質問
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(F6.4a) [自然生態系の転換および/または森林減少なし]のコミットメントを実践するためのシステム、
順守を監視するために使用される手法、定量的進捗、不順守プロトコルに関する詳細を記入します。

エンゲージメントを通じたサプライヤーのパフ
ォーマンス向上に関する取組範囲の理解を深め
るため、不順守サプライヤーの内、企業が働き
かけたサプライヤーの割合を求める列が追加さ
れました。

不順守であったサプライヤーに対して、働きか
けることは、順守状況を監視を超えた、次なる
ステップです。

新しい列：
働きかけをした
不順守サプライヤーの割合



F6 -実践

修正された質問
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(F6.5) ブラジル森林法の貴社自身の順守および/またはサプライヤーの順守に関するデータを収集して
いるか、その方法と進捗状況について説明してください。

 2022のF6.5, F6.5a, F6.5bを集約し、報告負担が軽減
されました。集約にともない、質問文も更新されました。

企業が自社とサプライヤーのブラジル森林法への準拠を
測定するために使用するKPIに関するデータポイントが、
データ収集プロセスに関するデータポイントと統合され、
報告が簡素化されました。

企業は、直接的な事業とサプライチェーンの両方におい
て、ブラジル森林法に準拠していることが望まれます。

2022年のF6.5aおよびF6.5bのデ
ータポイントをF6.5に統合

2023



F6 -実践
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(F6.8) 直接サプライヤーと協働し、森林関連問題への行動を促進しているかを教えてください。促進して
いる場合は、そのエンゲージメントについて具体的にお答えください。

企業のコミットメントに対して、
どのようにサプライヤーに働きか
けているのかをより理解するため
に、以下の列が追加れ覚ました。
①エンゲージメントにより促進さ
れる森林関連問題への行動(選択
肢)、②エンゲージメントの詳細
(選択肢)、③エンゲージメントの
説明(記述)、④このエンゲージメ
ントは、選択した行動について、
貴社のサプライヤーがさらにその
サプライヤーと協働するのを促し
ますか、⑤このエンゲージメント
は報告される目標の達成に貢献し
ますか（F6.1aとのつながり）

企業は、直接的なサプライヤーを
巻き込み、またサプライヤーが自
らのサプライチェーンに 働きか
けることを支援することで森林関
連課題に対する取組を促進するこ
とが望まれます。

修正された質問

新しい選択肢：
イノベーションとコラボレ
ーション

新しい列

要求されている情報をより反映するために改訂



F6 -実践
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(F6.9) 一次サプライヤーを超えて協働し、森林関連問題への行動を促進しているかを教えてください。
促進している場合は、そのエンゲージメントについて具体的にお答えください。

一次サプライヤーを超えて、
企業が目指すより広範な森林
関連の取組に焦点を当てて、
列が追加・改訂されました。

企業は、一次サプライヤーを
超えたサプライヤーを巻き込
み、森林関連課題への取組を
促進することが望まれます。

修正された質問
新しい列

新しいオプション：
イノベーションとコラボレ
ーション

要求されている情報をより反映するために改訂



F6 -実践

ランドスケープや管轄区域で協働することは、バリューチェーンを通じて森林減少や転換に立ち向かい、森林の保全と
回復を大規模に推進するためのベストプラクティスと考えられます。この質問は、CDPのデータ利用者が、どの企業が
このようなアプローチをとっているかを理解するのに役立ちます。

企業は、持続可能な土地の目標を推進するために、ランドスケープ・管轄アプローチに取り組みことが望まれます。
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(F6.10) 共有した持続可能な土地利用目標を進展させるために（管轄アプローチを含む）ランドスケー
プアプローチでエンゲージメントを行っていますか。

新しいオプション：
協働できる適切なイニシアティブがない
ランドスケープ／管轄地域に関わるメリットが不明瞭
取り組むことで得られるメリットよりも、それにかかる
費用の方が上回る

軽微な修正

選択肢の改訂

削除されたオプション：

森林リスクコモディティによる森林減少・劣化の影響に
関する知識不足

※森林リスクコモディティからの影響の有無に関わらず、
企業がランドスケープアプローチに取り組むことがベスト
プラクティスと考えられているため、削除されました。



F6 -実践

求められている情報を明確
化するため、列名が改訂さ
れました。

この質問の選択肢は、
ISEAL、Landscale、IDH
SourceUpなどの主要な外
部イニシアチブとの整合性
を高めるために更新されま
した。

企業は、ポジティブなイン
パクトを与えるのに適した
場所に基づいて、どのラン
ドスケープや管轄区域で
取り組むかの優先順位をつ
けることが望まれます。
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(F6.10a) 持続可能な土地利用に対する協働アプローチでのエンゲージメントに関してランドスケープと
管轄区域の優先順位を決める際に貴社が検討する基準について説明してください。

修正された質問
「説明してください」から
「エンゲージメントに関してランドスケープと管轄の優先順位
を決めるプロセスについて説明してください」に変更

選択肢の追加・改訂



F6 -実践
(F6.10b)報告年中に持続可能な土地利用に対するランドスケープ/管轄アプローチによる貴社の
エンゲージメントを具体的にお答えください。

複数列のデータポイントが新しい列とそれに続く質問に統合され、報告を簡素化し、ランドスケープ・管轄アプローチに
関するデータの質を向上させました。

企業は、森林減少や生態系の転換を伴わない生産への移行を推進することを含め、ランドスケープや管轄区域における
正の影響に寄与するために協働して取り組むことが望まれます。

修正された質問
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F6 -実践
(F6.10c) 貴社が開示するコモディティごとに、事業活動を行う各管轄区域/ランドスケープからの
生産量/消費量の詳細を教えてください。

新しい質問

新しい質問では、貴社がエンゲージメントしているランドスケープ/管轄区域からの生産/消費量の詳細を求め、データ
利用者が貴社のランドスケープ/管轄アプローチへの関与と貴社の森林リスクコモディティの調達との関係を理解する
ことを促します。

企業は、自らがエンゲージメントするランドスケープ・管轄区域から生産/調達した森林リスクコモディティの量を報告
することが期待されます。
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F6 -実践
(F6.12)貴社は、生態系復元や長期保護に焦点を合わせたプロジェクトを支援または実施していますか?

「長期」という文言を追加

現在取り組みを実施していない企業が、今後2年間に実施する予定があるか否かを、明確にできるように選択できるよう
に改訂されました。

2022 2023
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軽微な修正



F6 -実践
(F6.12a) 規模、期間、およびモニタリング頻度を含むプロジェクトの詳細をお答えください。

修正された質問

データ利用者が企業の復元プロジェクトの範囲や、より広範な気候変動戦略との関連性を理解する
ために、新しい列が追加されました。

新しい列：
プロジェクトによって期待される効果
このプロジェクトは、カーボンクレジットを生みだしていますか？
貴社のバリューチェーンとの関連で、プロジェクトはどこで行われ
ていますか？
プロジェクト期間中の総投資額

新しい選択肢
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列の改訂：
「今までの測定した成
果」から
「期待される効果のう
ち、どいった効果の進
捗をモニタリングして
いますか？」に変更



参考資料
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参考資料

日本事務局でも、順次、日本語での情報提供をいたします。こちらからウェビナー情報をご確認
ください。

 CDPジャパン事務局はニュースレターを配信しています。ご登録いただくことで、ウェビナーの
予定や、日本語資料の公開等を含む情報をメールで受け取ることできます。

 登録画面

 バックナンバー

最新の公式情報については、ガイダンスページで公開されている英語版の資料をご確認くださ
い。ガイダンスページでは、報告ガイダンスやスコアリング基準に関する資料に加えて、スコアリン
グにおける重みづけに関する資料、2022年質問書からの変更点に関する資料等も掲載してお
ります。

https://japan.cdp.net/events
https://cdp-jp.net/1623216215
https://japan.cdp.net/reports
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies

